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構成町会及び自治会名

常盤平一丁目、常盤平二T日、常盤平三丁目、

常盤平四丁目、常盤平五丁目、常盤平六丁目、

常盤平七丁日、常盤平双葉町、常盤平陣屋

前、常盤平西窪町、常盤平柳町、金ケ作、佐

野、円前、日暮、日暮七丁目、千駄堀第一、

千駄堀来葉、千駄堀新山、八景台、牧の原

回地―街区、牧の原団地二街区、南部市営

住宅、かぶと山、牧の原二丁目、牧の原二]

日、きくら自治会、金ケ作県営住宅
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今
年
、
常
盤
平
地
区
社
協
は
設
立
２５
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
フ」
れ
か
ら
も
地
域
の
皆

さ
ま
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

「社
会
福
祉
協
議
会
」
漢
字
を
並
べ
る
と

何
と
も
固
い
イ
メ
ー
ジ
で
す
し
、
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
「高
齢
者
福
祉
」
と
い
う
印
象

が
強
い
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
全
国
に
設
置
さ

れ
て
い
る
民
間
の
法
人
で
あ
り
、
地
域
の

生
活
環
境
。福
祉
課
題
に
、
住
民
が
主
体
と

な

っ
て
取
り
組
む
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

を
目
的
と
し
た
組
織
で
す
。

松
戸
市
に
は
「松
戸
市
社
会
福
祉
協
議

△
ご

が
設
置
さ
れ
、
構
成
メ
ン
バ
ー
と
し

て
、
市
内
１５
地
区
の
地
区
社
協
や
町
会
自
治

会
の
他
、
民
生
委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど

も
会
等
の
福
祉
に
関
わ
る
住
民
組
織
、
ま

た
そ
の
他
の
関
係
団
体
等
が
加
わ
り
、
お

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
地
域
社
会
の
福
祉

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

地
区
社
協
は
「自
分
た
ち
の
地
域
の
福

祉
課
題
は
、
ま
ず
自
分
た
ち
自
身
で
取
り

組
も
う
」
と
い
う
住
民
意
識
を
出
発
点
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
身
近
な
地
域
の
福

祉
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
地
区

ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

っ
て
お
り

ま
す
が
、
そ
の
担
い
手
は
無
償
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
地
区
社
協
の
活
動
は
担
い
手
も
含

め
て
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
地
区
社
協
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
さ
て
、
〈「
和
４
年
度
も
半
年
を
過
ぎ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
５
月
に
書
面
で
行
わ
れ

た
評
議
員
会
後
も
コ
ロ
ナ
禍
で
の
環
境
変

化
は
目
ま
ぐ
る
し
く
、
計
画
さ
れ
た
事
業

の
実
行
性
に
大
き
く
影
響
を
受
け
て
い
ま

す
。地
区
社
協
最
大

の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「さ
わ
や
か
広
場
と
き
わ
平
」
は
３
年
ぶ
り

の
再
開
を
目
指
し
準
備
を
進
め
て
お
り
ま

し
た
が
、
今
夏
の
感
染
拡
大
は
私
ど
も
の

想
像
を
超
え
、
今
後
も
ま
だ
し
ば
ら
く
は

収
東
と
拡
大
を
繰
り
返
す
と
の
予
測
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
苦
渋
の
決
断
で
は
あ
り
ま

す
が
、
〈Ｔ
和
４
年
度
の
開
催
も
見
送
る
こ

と
と
と
な
り
ま
し
た
。
再
会
を
心
待
ち
に

し
て
下
さ

っ
て
い
た
皆
様
に
は
大
変
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
何
卒
ご
理
解
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し

上いげま，丁。　　　　　　　　・・・無・

・一
一
一
　

一

　

　

　

　

．．＾

令
和
４
年
度
評
議
員
会
は
５
月
１３
日
書
面

議
決
に
よ
り
実
施
し
、
令
和
３
年
度
事
業

報
告
・決
算
報
告
／
監
査
報
告
人
「
和
４
年

度
事
業
計
画
案
・
予
算
案
の
各
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。

部会名 今年度の主な事業 備 考 (9月時点の状況)

広報部会 広報紙「みぢかな福祉」発行 年2回発行

研修部会 ボランティア請習会・映画観賞会 9月まで開催中止

レクリエーション部会 日帰り研修会・ボランティア交流会 9月まで開催中止

ふれあい会食部会 ふれあい会食会 来場型のお弁当配食実施

いきいきサロン部会 いきいきサロン 9月まで屋内での開催中止

さわやか広場ときわ平部会 「第15回さわやか広場ときわ平」 中止

子育てサロン部会 子育てサロン「どんぐリコロコロ」 6月 。12月イベント実施

*月例事業 (会食会・サロン)の再開及びその他事業のご案内は掲示板などでお知らせします。
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ふ
れ
あ
い
会
食
会
は
地
域
を
３
つ
に
分

け
て
、
毎
月
１
回

（夏
季
を
除
く
）
開
催
し

て
い
ま
す
。
お
近
く
の
会
場
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

【対
象
者
】
７０
歳
以
上
の
お
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
（日
中
独
居
を
含
み
ま
す
）

【参
加
費
】
２
０
０
円

【申
込
み
】
お
住
い
の
地
域
の
民
生
委
員
ま

た
は
地
区
社
協
事
務
局

へ
事
前
申
し
込
み

警
斬
鰺
響
鶉
雛
鏃
欲
颯
颯
雖

。
毎
月
第
２
水
曜
日
　
‐１
時
～
１２
時

・
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

（対
象
地
域
）

常
盤
平
一丁
目
二
一丁
目
豊
一丁
目
・

四
丁
目

・
五
丁
目

・
六
丁
目

・

七
丁
目
　
牧
の
原
団
地
一街
区

・

牧
の
原
団
地
二
街
区

警
米
本
鏑
一ふ
れ
わ
猥
颯
袋
颯

・
毎
月
第
３
水
曜
日
　
‐１
時
半
～
１２
時
半

・
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル

（対
象
地
域
）

常
盤
平
双
葉
町
・陣
屋
前
。西
窪
町
・

柳
町

・
金
ケ
作

・
佐
野

。
日
暮

・

日
暮
七
丁
目

・
南
部
市
営
住
宅

・

か
ぶ
と
山

・
牧
の
原
一丁
目

・

牧
の
原
二
丁
目

。
金
ケ
作
県
営
住
宅

警
巫
拿
褥
二
鰺
鎮
炸
診
颯
仁
徘

・
毎
月
第
３
水
曜
日
　
‐１
時
半
～
１２
時
半

・
門
前
町
会
集
会
所

（対
象
地
域
）

門
前

。
日
暮
の
一部
、千
駄
堀
第
一、

千
駄
堀
来
葉

。
新
山

・
八
景
台

※

今
年
度
は
各
会
場
と
も
お
井
当
と
お
事

の
配
豊
で
す
。

感
染
症
感
染
拡
大
等
の
理
由
に
よ
り
中

止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
日
程
等
は
地
区
社
協
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各
部
会
長
か
ら
の
挨
拶

令
和
４
年
度
会
食
会
は
、
令
和
３
年

度
に
引
き
続
き
配
食
で
実
施
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め

通
常
の
会
食
会
が
困
難
な
状
況
で
す

が
開
催
日
に
は
皆
さ
ん
と
お
顔
を
合

わ
せ
て
会
話
が
で
き
ま
す
こ
と
に
喜

び
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
以
前
の
様
に

地
域
の
皆
さ
ん
と
楽
し
く
会
食
で
き

ま
す
こ
と
を
切
に
願

っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た

だ
く
様
願

っ
て
お
り
ま
す
。

常
盤
平
ふ
れ
あ
い
会
食
部
会
高
橋
明
子

高
木
第

一
ふ
れ
あ
い
会
食
部
会

滝
口
　
輝

高
木
第
二
ふ
れ
あ
い
会
食
部
会

鈴
木
隆

一

おいしくいただきました。ありがと

うございます。コロナでなかなか外

食も出来ませんでしたが、いっしょに

いただいた友人と一緒に食事をして

楽しく過ごせました。出来たら月2回

になればなおうれしいです。

いつも明るい笑顔を有難う

ございます。会える人に会えな

いと淋し<て、会食会の日にな
るのを楽しみにしています。

1■ 藝 tヽ 余 豊 会 響 就 諾

初めてふれあい会のお食事いただき

ました。なんとおいしかったことか。おか

ずのバランスと味の塩梅が絶妙で作つ

て下さる方のやさしさが嬉しく有難うご

ざいます。

企画してくださる福祉協議会、民生委

員の方々にお礼を申し上げます。

戦後の食糧難に育つた者にとって今の

時代が夢の様です。反面、食べられない

子供とか給食費が払えないお子さんが

いるという記事を見ると胸が痛いです。

御奉仕してくださる皆様へ。いうも
|おいしいお弁当心から感謝致します。

す人暮らしにはとても考えられない栄
■養面にお気這いくださりありがとうご‐
ざいます。そして変わらない笑顔で迎
えてくださる皆様に感謝。

お弁当ありがとう。気になる言葉『健

康と忘却に勝る幸福はない』忘れる事

は悪くないのだ、安心、楽。『(103歳 )人
生、_人でも面白い』面白がって忘れる。
安らかな日常さえあればいい。

」鰤″
凛〓

撃
≪
摯
導
ン
藍
轟
警
鼻
違
■
彗
亀
■

常
盤
平
地
区
の
い
き
い
き
サ
ロ
ン
は
地

域
住
民
の
茶
の
間
の
よ
う
な
集
い
の
場
と

し
て
歩
ん
で
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
お
休
み
が
続
い

て
お
り
ま
す
が
、
以
前
の
よ
う
に
地
域
の

み
な
さ
ん
が
サ
ロ
ン
会
場
で
再
会
で
き
る

日
を
目
指
し
、
今
年
度
よ
り
電
話
で
声
掛

け

『声
の
お
便
り
訪
問
』
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
サ
ロ
ン
に
参
加
頂
い

た
み
な
さ
ま
に
は
近
々

「サ
ロ
ン
便
り
」

秋
号
を
お
届
す
る
予
定
で
す
。

部
会
長
　
宮
木

孝

誦

一』

篤
準
灯

貪

」

厄

|■華鐘春亀賓社会議壌饉議驚■‐

=11義
い 奪サ壼ン
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ど
ん
で
リ
コ
ロ
コ
ロ
で
は
、
感
染
対
策

を
と
り
な
が
ら
６
月
に
は
七
夕
飾
リ
イ
ベ

ン
ト

・
・２
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
６
月
に
ち
ょ
っ
と
早
め
の
七
夕

飾
リ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
楽
し
い
時
間
と
な
リ
ス
タ
ッ

フ

一
同
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

今
後
少
し
ず

つ
企
画
を
増
や
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

先
が
見
え
な
い
状
況
で
す
。
今
ま
で
の
よ

う
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も
楽
し

く
た
め
に
な
る
企
画
を
と
、
さ
わ
や
か
広

場
や
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
は
是

非
と
も
開
催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
状
況
が
前
向
き
に
な
る
よ
う
に
と
祈

る
ば
か
り
で
す
。
次
回
皆
さ
ん
と
お
会
い

で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

部
会
長
　
関
根

恵
子

，
年
の
「さ
わ
や
か
広
場
と
き
つ
平
缶
い

印
催
甜
鱗
と
■
●
雷
Ｌ
■
．

地
域
の
お
祭
り
と
し
て
毎
年
１１
月
に
開

催
し
て
お
り
ま
す

「さ
わ
や
か
広
場
と
き

わ
平
」
の
再
開
に
向
け
て
、
感
染
対
策
を

考
慮
し
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
で

き
る
よ
う
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
ご
来
場

の
皆
さ
ま
お
よ
び
運
営

ス

タ
ッ
フ
の
健
康
と
安
全
の
確
保
が
困
難
で

あ
る
と
判
断
し
、
大
変
残
念
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
令
和
４
年
度
の

「さ
わ
や
か
広

場
と
き
わ
平
」
は
中
止
す
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
。

部
会
長
　
安
村

勇
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心
眩
鯰
《謳
文
艤
）
眈
鶉
楊
《曇
綺
）

乗

っ
て
い
る
方
が
自
分
で
操
作
し
て
漕

ぐ
こ
と
の
出
来
る
車
椅
子
で
す
。

タ
イ
ヤ
が
大
き
く
、
タ
イ
ヤ
の
横
の

「
ハ

ン
ド
リ
ム
」

（タ
イ
ヤ
の
外
側
に
つ
い
て

い
る
リ
ン
グ
）
を
手
で
操
作
す
る
こ
と
で

車
椅
子
を
走
行
さ
せ
ま
す
。

６
鍼
渕

《６
蒻
漑
）
鯰
褥
楊

《瞼
賤
》

や々

後
ろ
か
ら
介
助
者

の

方
が
押
す
タ
イ
プ
の
車
椅
子
で
す
。

後
輪
が
小
さ
く
、
よ
リ
コ
ン
パ
ク
ト
で
小

回
り
が
利
き
ま
す
。
乗

っ
て
い
る
方
が
自

分
で
操
作
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
希
望
の
方
は
４
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
休
止
し
て
い
ま
し
た

が

『元
気
に
歩
こ
う
会
』
を
６
月
１６
日
に

２．
世
紀
の
森
と
広
場
に
て
実
施
し
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
開
催
で
し
た
が
、
総
勢
２７

名
の
参
加
が
あ
り
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
後
も

『元
気
に
体
操
』
『元
気
に
歩

こ
う
会
』
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

各
町
会
の
掲
示
板
に
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

相
談
協
力
員
は
常
時
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
任
期
は
２
年
で
継
続
は
可
能
で
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増
え
て
い
ま

す
。
話
し
相
手
や
困
り
ご
と
の
相
談
に
乗

っ

て
い
た
だ
け
る
方
を
待

っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

【お
問
合
せ
】

常
盤
平
地
区
高
齢
者
支
援
連
絡
会
事
務
局

（〇
四
七
）
三
八
七
‐
〓

〓
一一四
　
野
村

豪事|

==
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⑫

21世紀の
森と広場

④
‐④.

519‐
④

■■⑩‐

武蔵野線

八柱霊園

地図番号 町含■3治会名| 代表者氏名

① 常盤平一丁目町会 川上 誠

② 常盤平二丁目町会 青木 武昭
③ 常盤平三丁目町会 日下部晴彦

④ 常盤平四丁目町会 舟山 雅康
⑤ 常盤平五丁目町会 不□泉 智之
⑥ 常盤平六丁目町会 辻本  廉
⑦ 常盤平七丁目町会 白石 宣明
③ 常盤平双葉町町会 足立 政康
⑨ 常盤平陣屋前田I会 安村  勇
⑩ 常盤平西窪町町会 伊藤  達
① 常盤平柳町町会 安蒜 正己

⑫ 金ケ作町会 小嶋 功

⑬ 佐野町会 長谷川 満
⑭ P]育t田丁≦螢 高稿 康夫

地図番号 町会,自 1治会名■ 1代表者氏名

⑮ 日暮町会 吉田 啓子
⑮ 日暮七丁目町会 阿部 聖治
⑦ 千駄堀第一町会 吉野 孝道
⑬ 千駄堀来葉町会 安蒜 一男
⑩ 千駄堀新山町会 山□ 康介

④ 八景台町会 富樫 謙―

④ 牧の原団地一街区自治会 本寸冽ヽ 義男

② 牧の原団地二街区自治会 今丼 公行
④ 南部市営住宅自治会 佐藤 孝男

② かぶと山町会 小林登久子

④ 牧の原一丁目町会 大久保信幸

④ 牧の原二丁目町会 佐久間靖人

② 常盤平二丁目さくら自治会 茂木 一巳
④ 金ケ作県営住宅自治会 渡邊 誠治

燒

燒

埃

，
曇
壽
薄
・纏
轡
が
こ
う
■
ざ
い
鑽
ず
―
一

一・
六
令
和
３
年
２
月
―
日
～
令
和
４
年
７
月
３‐
日
）

☆
使
用
済
み
切
手
　
　
　
　
　
　
　
４３
件

★
書
き
損
じ
八
ガ
キ
　
　
　
　
　
　
２
件

★
未
使
用
切
手
・八
ガ
キ
　
　
　
　
　
３
件

★
食
品
（フ
ー
ド
バ
ン
ク
）
　
　
　
　
８
件

★
入
れ
歯

父
金
属
付
き
の
み
受
ら
　
　
　
１
件

こ
協
力
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

～
薫
崎
手
を
費
じ
議
し
て
い
ま
す
～

【利
用
方
法
】
事
前
に
お
電
話
に
て
利
用
状

況
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
貸
出
中
な
ど

の
場
合
に
は
、
希
望
日
に
貸
し
出
せ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【貸
出
期
間
】
２
週
間
以
内

【対
象
】
大
人
用
の
標
準
型
車
椅
子
に
適
し
た
方

◇
貸
出
し
。返
却
は
、
事
務
所
開
所
時
間
内

に
お
願
い
し
ま
す
。

事
務
局

８
０
４
７
１
３
８
７
１
２
７
２
３

・彎
開
所
時
間

午
前
９
時
～
１２
時
　
　
　
一

午
後
１
時
～
４
時
　
　
　
一

０

休

日
　
　
土
曜
。日
曜
。祝
日
・

第
１
月
曜
日

（事
務
局
長
　
士
口
野
孝
道
）

今
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
負

け
ず
種
々
の
行
事
が
再
開
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
シ」
れ
か
ら
地
区
社
協
が
従

来
の
活
動
に
戻
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
発

行
し
ま
し
た
。編
集
　
人↑
六
丹
治
ビ
一谷

-4-


